
今野やすとし一般質問一覧

年月 No. 質問項目 質問要旨

（１）コロナ禍における受診控えについて
◎ コロナ禍により患者が感染リスクを恐れ、医療機関への受診控えが続く中生活習慣病を
含む持病や急性疾患の症状悪化が危惧されています。本市の受診控えの現状を伺います。

（２）オンライン診療の普及促進について
◎ コロナ禍になりオンライン診療の普及促進が急がれています。本市では、オンライン診療
等環境整備費補助金交付事業を実施していますが、当事業の申請状況、及びオンライン診
療の普及促進状況を伺います。

（３）かかりつけ医の利用促進について
◎ かかりつけ医はどの世代の方にとっても健康をサポートする上で重要です。本市では
「かかりつけ医利用促進事業」を推進しています。当事業の推進状況も含め、現状と課題を
伺います。

（１）「ゼロカーボンシティいせはら」実現に向けた具体的な取組みについて
◎ 「ゼロカーボンシティいせはら」宣言の意義と実現に向けてのスケジュール及び具体的な
施策、取組内容を伺います。

（２）容器包装プラスチック回収の現状と課題について
◎ 容器包装プラスチックの分別回収を実施してからの可燃ごみ量、再資源化率等の具体的
な成果と課題を伺います。

（３）プラスチック資源循環促進法の対応について
◎ 令和４年４月に施行される「プラスチック資源循環促進法」の本市の対応準備状況を伺い
ます。

（１）行政手続きのデジタル化推進について
◎ 本市における行政手続きのデジタル化推進の現状と課題及び今後の取組に
ついて伺います。

市民が安心できる地域医療体制の充実に
ついて
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（２）プッシュ型行政サービスの導入について
◎ 本市において本年導入予定のＬＩＮＥ公式アカウントも活用し、「プッシュ型行政サービス」
を早期に導入していくべきと考えますが、その見解を伺います。

（３）デジタル活用支援員について
◎ 誰もがデジタル化の恩恵を最大限に受けられる環境の整備は最重要です。ICT（情報通
信技術）機器の利用をサポートする「デジタル活用支援員」を確保・育成するための事業を推
進していくべきと考えますが、見解を伺います。

（１）派遣型救急ワークステーション事業について
◎ 派遣型救急ワークステーション事業の現状及び課題を伺います。

（２）救急安心センター事業について
◎ 救急車の適正利用、迅速で適切な医療提供、そして市民への安心・安全の提供の観点で
「救急安心センター事業（♯７１１９）」を早期に導入すべきと考えますが、見解を伺います。

（１）災害発生時等の情報共有について
◎ 災害発生時の被害を最小限に食い止めるための本市における災害発生時等の情報共有
の現状と課題について伺います。

（２）災害弱者の避難支援強化について
◎ 本市においては、伊勢原市災害時要援護者避難支援計画に基づき、難病患者も含め要
援護者の把握を行い、災害時要援護者への情報伝達や避難支援体制を強化していますが、
要援護者把握の現状と課題を伺います。

（１）市民と行政とのコミュニケーションの推進について
◎ 本市の「ICT推進計画」の基本方針の１番目に“市民の利便性の向上を図ることを目的と
する「誰でもいつでも利用できるICTサービスの充実」“を掲げていますが、現状の取組状
況と課題を伺います。
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（２）スマート自治体への転換について
◎ 本市においては、「ICT推進計画」で“スマート自治体への転換を謳っていますが、本市が
目指すスマート自治体とは、どのようなものなのか、伺います。また、スマート自治体へ転換
する上での課題を伺います。

（１） GIGAスクール構想の意義と目的について
◎ GIGAスクール構想の意義と目的について、文科省作成の資料によると、「～多様な子
供たちを誰一人取り残すことなく、公正に個別適正化され、資質、能力が一層確実に育成で
きる教育ICT環境を実現する～」となっていますが、改めて、GIGAスクール構想の意義と
目的とは何かについて伺います。

（２）GIGAスクール構想実現に向けての体制について
◎ GIGAスクール構想を実現するためのハード、ソフト、信頼の指導体制についてどう進め
ているのか、また今後どう推進していくのかを伺います。

（３）子どもの特性に適した学びについて
◎ ICTを活用し、子どもの特性に適した学びを具体的にどう行っていくのか伺います。

（１）内部統制の整備・運用の必要性について
◎ 内部統制の整備・運用は、本市のような努力義務団体であっても必要と考えますが、そ
の見解を伺います。

（２）内部統制強化に向けての現状の取組と課題について
◎ 業務標準書、業務マニュアル、チェックリスト等の文書化を含め、内部統制強化に向けて
の現状の取組と課題を伺います。

令和３年３月 教育のデジタル化について

2 内部統制の整備・運用について
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